人の 国 



i 島 与 志 雄 



た。 はあはあと 吐く 息が 白く 凝って 流れ、 白々 とした 

顔に ほんのり 赤味が さしてき た。 

その 様子 を じっと見 ていた 久保 田さん は、 やがて 歩 

み 寄って きて、 落 凹んだ 眼 を くるくる とさした。 

「わし は いろんな こと を 研究して いるんだ が、 運動 を 

した 際に は、 どうも 人の 身体 は 軽くなる ように 思える _ 

そこで …… ご そんな 風に 云いながら、 肩 を そばめて 

つつ 立って るお 清の 手から、 竹箒 を 取って それ を 例の 

木立に 立て かけた。 「じっとし ていて ごらん。」 

咄嗟に 一歩 後ろへ 廻って、 薄い メリンスの 帯の あた 

りへ いきなり 手 を かけて、 足 を ふんばり ざま 持ち上げ 
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